
平成１８年度環境監視結果年報の概要 

 

１ 結果取りまとめの期間 

 平成１８年４月から平成１９年３月まで 

 

２ 環境監視の項目 

（１）空港島等の存在に係る項目 

  海水の流れ及び水質、底質、汀線、海域生物、鳥類並びに海浜植物 

（２）空港の供用に係る項目 

 一般環境大気質、騒音及び鳥類（ワシタカ類等渡り鳥） 

 

３ 評価の内容（総合評価） 
 

(１) 空港島等の存在に係る環境監視結果 

ア  環境基準値との比較 

水質の項目のうち、化学的酸素要求量（ＣＯＤ）、全窒素（Ｔ－Ｎ）、全燐

（Ｔ－Ｐ）について環境監視結果と環境基準値との比較をした結果、調査

点ＴＳ５及びＴＳ６のＣＯＤ以外は、環境基準値を上回っていたが、愛知

県が実施した周辺の公共用水域等水質調査結果と比較した結果、ほぼ同様

か若干低い傾向であった。 

 

イ  過年度データとの比較 

存在に係る全ての項目について、過年度データとの比較（空港島等の存

在後と存在前とのデータ比較）をした結果、環境監視結果は、次の場合を

除いて、ほとんど変化がなかった。 
 

・海水の流れについては、平成１８年度の蒲池沖の表層の流向が平成１２

年度から平成１６年度よりもやや西側に向かう傾向がみられた。また、

小鈴谷沖の流速が平成１２年度から平成１６年度よりもやや大きくなっ

ている傾向がみられた。 

・底質については、平成１５年度以降、調査点ＴＳ２及びＴＳ６において

ＣＯＤの減少がみられていたが、平成１７年度からはほぼ横ばいであった。

・汀線位置については、平成５年度から平成１８年度までの長期間では、

ほとんどの区間で前進または後退の様々な変化がみられたが、平成１４

年度以降は比較的安定しており、平成１７年度から平成１８年度の短期間

では、大きな変化はみられなかった。 

・海域生物のうち、藻場（アマモ場分布）については平成８年度以前より

も分布面積が拡大しているが、平成１３年度以降は安定しており、自然

変動の範囲内と考えられた。 

・鳥類については、スズガモが対岸部内の閉鎖性水域、コアジサシが空港

 



島等の裸地に依存して一時的に増加したものの、平成１８年度は概ね空

港島等の存在前の状況に収束しつつあるものと考えられた。 

・海浜植物については、常滑市新田町海岸におけるネコノシタに減少がみ

られた。その原因は隣接地で実施された空港事業以外の工事によるもの

であった。 

 

ウ  予測結果との比較 

海水の流れ及び水質、汀線、海域生物並びに海浜植物について、予測結

果との比較をした結果は以下のとおりであり、概ね予測の範囲内であっ

た。 
 

・海水の流れについては、流れのゆるやかな空港島南側で夏季の第３層の

流向に違いがみられたことを除いて、空港島周辺の夏季、冬季の流向・

流速とも、予測結果とほぼ同様の傾向であった。 

・水質のうち、ＣＯＤ、Ｔ－Ｎ、Ｔ－Ｐについては、夏季、冬季の第１層及び

第２層ともにＣＯＤは予測結果よりやや低く、Ｔ－Ｎは予測結果よりやや

低いかほぼ同程度であり、Ｔ－Ｐは予測結果とほぼ同程度であった。 

・汀線については、護岸改修等の工事箇所を除いて、変化の傾向は同じで

あり、ほぼ予測の範囲内であった。 

・海域生物については、藻場の分布面積が平成８年度以前よりも拡大して

いるが、その他の項目についてはほぼ予測の範囲内であった。 

・海浜植物については、空港事業以外の工事が原因による生育面積の減少

が一部でみられる場合があったが、それ以外では、概ね生育面積は予測

をやや上回っていた。 

 

(２) 空港の供用に係る環境監視結果 

ア  環境基準値等との比較 

一般環境大気質については環境基準値や指針値と、航空機騒音について

は環境基準値と比較した結果、環境監視結果は、次の場合を除いて環境基

準値または指針値以下であった。 
 

・浮遊粒子状物質（ＳＰＭ）については長期的評価の環境基準値を下回っ

ていたが、短期的評価の環境基準値を１回上回った。なお、当日のＳＰＭ

の高濃度は広域的な現象であり、黄砂による影響が考えられた。また、

光化学オキシダント（Ｏｘ）については環境基準値を上回っていたが、周

辺の愛知県管理の大気汚染測定局においても環境基準値を上回ってお

り、広域的な現象であった。 
 
イ  過年度データとの比較 

一般環境大気質、航空機騒音及び鳥類（ワシタカ類等渡り鳥）について、

過年度データとの比較（空港の供用後と供用前とのデータ比較）をした結

果、環境監視結果は、次の場合を除いて、供用前後の計測値や出現状況に

ほとんど変化がなかった。 

 



 
・ワシタカ類等渡り鳥については、美浜町冨具崎での飛翔経路及び飛翔高

度が過年度と異なっていた。その原因は調査日が強風であったためと考

えられた。 

 

(３) まとめ 

平成１８年度の環境監視結果では、存在及び供用に伴う環境への影響はほ

とんど認められなかった。 

なお、海水の流れ及び水質、汀線、海域生物並びに海浜植物について、

予測結果との比較をした結果は、概ね予測の範囲内であった。 
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